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１．はじめに  
 日本の産業の根幹である電気・電子・  
自動車産業において電圧標準の校正は不  
可欠である。上位機関で校正された標準  
電圧発生器の 10 V を基準にして産業界  
で広く使用されているキャリブレータの  
直流電圧レンジの校正と DMM（ディジ  
タルマルチメータ）の直流電圧測定レン  
ジの校正をするための自動化システムを  
開発した。  
 
２．実験方法  
 測定装置を図１に示し、図２に直流電  
圧測定システムの構成を示す。  図 1 測定装置  

始めに、開発した分圧器の校正を行っ  
た。次に、校正された分圧器を使用して、  
標準電圧発生器の 10 V を基準にして、  
キャリブレータの 10V レンジ (10V,8V, 
6V,4V,2V,1V,0V,-1V,-2V,-4V,-6V,-8V, 
-10V) の発生電圧の校正を行った。そし  
て、校正されたキャリブレータを用いて  
DMM の 10V レンジ (10V,8V,6V,4V,2V, 
1V,0V,-1V,-2V,-4V,-6V,-8V,-10V)の測  
定レンジの校正を行った。  
 
３．結果と考察  

開発した分圧器の校正は、分圧比 (1.0, 図２ 直流電圧測定システムの構成

0.8,0.6,0.4,0.2,0.1)のすべてが 1ppm 以  
内の標準偏差で評価できた。キャリブレー  
タと DMM の 10V レンジ (10V,8V,6V,4V, 
2V,1V,0V,-1V,-2V,-4V,-6V-8V,-10V) の  
校正結果を図３に示す。この校正結果より  
キャリブレータと DMM の 10 V レンジの  
リニアリティの確認ができた。また、校正  
結果も 1 ppm 以内の標準偏差で評価でき  
システムの有効性と自動化用ソフトウェア  
の妥当性が確認できた。  
 
４．まとめ  
 本システムでの校正結果は、数学モデル  
による不確かさ要因をもとに不確かさ評価  図３ 直流電圧 10V レンジの校正結果  
を行えるシステムである。この成果を基に、  
更に信頼性の高いデータを依頼試験等で提供していく。  
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